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介
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＜
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o
巨
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鉾
o
含
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ゲ
臼
閑
o
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鐸
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お
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悔
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β
且
ω
冨
霧
一
密
、
嶺
緯

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ド
ゥ
ル
カ
イ
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『
債
椹
の
物
椹
化
』

　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
民
法
の
解
羅
學
は
、
こ
れ
ま
で
、
寓
ら
、
法
典
の
構
成

的
ー
技
術
的
な
研
究
に
從
っ
て
き
た
結
果
、
概
念
は
硬
化
し
、
理
論
は
危
機
に

瀕
し
て
い
る
が
、
漸
く
最
近
に
な
つ
て
、
根
本
的
な
課
題
の
研
究
が
行
わ
れ
る

傾
向
に
あ
る
。
ド
イ
ッ
民
法
學
の
現
状
を
こ
う
判
断
し
な
が
ら
（
序
¢
oo
）
、

著
者
は
、
「
そ
れ
な
し
に
は
い
か
な
る
學
問
も
生
命
を
有
し
襲
展
可
能
と
な
る

こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
、
概
念
的
歴
史
的
に
確
立
さ
れ
た
根
本
原
理
の
研

究
」
を
目
標
と
し
、
「
こ
の
荒
塵
の
ま
ま
に
打
棄
て
ら
れ
た
、
と
い
う
か
或
は

む
し
ろ
ま
だ
開
拓
さ
れ
て
い
な
い
精
紳
領
城
ー
…
そ
こ
に
あ
ら
ゆ
る
法
論
理
が

根
を
お
く
概
念
の
深
厨
の
槻
み
に
到
達
す
る
」
方
向
で
の
、
新
し
い
探
究
を
志

し
て
い
る
（
の
』
）
。

六
六

（
九
九
八
）

　
著
者
が
爽
題
に
掃
け
て
い
る
「
債
権
の
物
椴
化
」
と
は
、
「
現
行
財
塵
法
瞭

系
に
お
い
て
、
明
か
に
債
権
と
規
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
既
に
物
権
の

特
徴
を
自
ら
に
傭
え
て
い
る
よ
う
数
債
権
が
存
在
す
る
か
」
、
と
い
う
間
題
で

あ
る
（
第
剛
章
　
問
題
設
定
幹
さ
）
。
こ
の
間
題
に
答
え
る
こ
と
が
、
著
者
を
、

「
財
産
法
秩
序
の
盤
系
的
構
威
並
び
に
理
論
的
貫
徹
に
と
つ
て
本
質
的
な
根
本

原
理
」
た
る
「
債
権
と
物
権
の
相
互
關
係
」
、
更
に
「
こ
の
二
つ
の
権
利
に
蓮

し
て
い
る
概
念
規
定
若
く
は
論
理
的
構
造
」
の
探
究
へ
誘
う
（
㎝
為
）
。

　
著
者
は
、
こ
の
燈
権
と
物
権
と
の
關
係
に
つ
き
、
先
ず
蜜
定
法
規
の
批
判
的
藪

述
か
ら
出
螢
し
て
（
第
二
章
　
民
法
典
に
お
け
る
債
檬
的
地
位
の
物
樺
化
）
、
そ

の
歴
史
的
並
び
に
理
論
的
墓
礎
を
明
か
に
し
（
第
三
章
　
現
行
規
制
の
歴
史
的

墓
礎
及
び
理
論
的
基
礎
）
、
自
ら
の
豊
系
の
展
開
を
企
て
な
が
ら
（
第
四
章

財
産
橿
の
燈
系
ー
概
念
的
展
開
）
、
法
政
策
的
に
新
し
い
理
論
的
解
決
を
導
き
出

そ
う
と
努
め
る
（
第
五
章
　
法
政
策
的
結
語
）
。
な
お
附
録
で
、
住
居
所
有
搬
法

（
一
九
五
…
年
三
月
一
五
日
法
律
）
に
つ
い
て
透
徹
し
た
批
許
を
加
え
て
い
る
。

二

著
者
は
、
現
行
法
に
お
け
る
債
檀
的
地
位
の
物
櫓
化
に
開
す
る
も
の
と
し

て
、
次
の
諸
條
を
撃
げ
て
い
る
。

工
占
有
保
護

　
㈲
　
事
實
上
の
占
有
状
態
の
保
護
（
占
有
訴
擢
八
六
一
條
以
下
）

　
㈲
　
一
〇
〇
七
條
に
よ
る
梅
原
あ
る
動
壷
占
有
の
物
橡
化

　
⑥
　
八
輔
、
三
條
一
項
こ
よ
る
占
有
の
物
穰
化
と
八
二
三
條
二
項
に
よ
る
占
有

　
　
の
物
樺
化

2。

九
八
六
條
二
項
に
よ
る
動
穫
債
権
の
物
縫
的
保
護



a
　
不
動
産
燈
権
の
物
穫
的
保
護

　
㈲
　
匠
七
醐
條
以
下
、
五
八
一
條
コ
項
に
よ
る
使
用
賃
貸
借
占
有
及
び
用
釜

　
　
賃
貸
借
甫
有
の
物
権
的
保
護

　
⑥
　
使
用
賃
借
人
保
護
法
一
條
四
項

む
　
假
登
記
ー
不
完
全
な
物
権
化
と
し
て
（
八
八
三
條
）

　
箸
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
闘
係
條
文
か
ら
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。
一
つ
は
、
こ
れ
ら
の
條
文
が
、
形
式
的
に
は
、
儀
務
法
的
な
制
度
を
利

用
↓
て
お
り
（
九
八
六
條
、
孟
七
一
條
等
。
特
に
五
七
一
條
は
、
賃
貸
人
と
賃

借
人
と
の
間
に
存
す
る
債
椹
闘
係
の
不
動
産
取
得
者
へ
の
法
定
移
鞘
と
い
う
形

を
と
っ
て
い
る
〔
第
二
章
　
民
法
典
に
お
け
る
僕
椹
的
地
位
の
物
穫
化
器
．
曽

歯
昌
）
、
事
箕
的
に
は
、
債
権
そ
の
も
の
が
物
権
化
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
自

身
債
梅
で
あ
る
も
の
が
個
々
の
物
権
的
特
徴
を
稽
び
る
に
過
ぎ
ず
、
た
だ
例
外

的
に
の
み
、
こ
の
よ
う
な
権
利
忙
絶
封
的
効
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
一
〇
〇

七
條
、
八
二
三
僚
一
項
、
八
八
三
條
。
特
に
一
〇
〇
七
條
は
重
要
性
を
も
っ
。

藩
者
は
、
本
條
を
、
ド
イ
ツ
固
有
法
の
ゲ
ヴ
ニ
ー
レ
の
概
念
及
び
そ
の
債
桟
の

物
穫
化
の
機
能
を
保
持
し
て
い
る
も
の
と
み
る
〔
器
』
↑
μ
9
）
こ
と
で
あ
り
、

他
の
一
つ
は
、
こ
の
物
橿
化
は
ー
唯
一
つ
の
例
外
（
使
用
賃
借
人
保
護
法
一

條
四
項
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
賃
借
人
に
占
有
が
引
渡
さ
れ
る
前
に
物
椹
的
保
護

が
輿
え
ら
れ
る
が
、
著
者
は
こ
れ
を
不
當
と
し
て
い
る
蜜
認
〕
）
を
除
い
て
ー

聲
、
常
に
講
求
機
の
封
象
と
な
る
物
の
占
有
或
は
「
登
記
占
有
（
国
き
ザ
冨
臥
言
と

と
し
て
の
不
動
産
登
記
簿
記
載
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
ζ駐
．
昌
）
。

　
著
者
は
こ
れ
に
っ
い
て
次
の
よ
う
な
意
昧
を
付
與
し
て
い
る
。
印
ち
、
占
有

忙
こ
の
よ
う
な
機
能
が
認
め
ら
れ
る
の
は
公
示
の
原
則
の
効
力
に
よ
る
の
で
あ

紹
介
　
と
　
批
詐

り
、
麗
に
こ
れ
は
ゲ
ヴ
ェ
ー
レ
保
護
の
根
本
思
想
に
よ
る
の
で
あ
る
ひ
そ
し
て

こ
の
効
力
は
占
有
そ
の
も
の
が
受
け
る
の
で
は
な
く
、
「
占
有
に
お
い
て
推
定

的
に
化
膿
さ
れ
て
い
る
櫻
利
」
が
そ
れ
を
受
け
る
の
で
あ
る
（
八
二
三
繰
一
項

蓼
照
）
（
幹
け
）
o

三

　
L
　
署
者
は
．
こ
の
融
に
關
す
る
現
行
民
法
典
の
立
場
を
鉄
陥
あ
る
も
の
と

考
え
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
民
法
典
の
規
制
の
出
蛋
鮎
は
普
蓮
法
か
ら
汲
縫
し

た
債
樵
と
物
搬
と
の
分
離
で
あ
る
が
、
そ
の
不
當
な
嚴
格
化
の
結
果
、
ド
イ
ッ

固
有
法
に
お
い
て
生
命
を
有
し
て
い
た
儀
権
と
物
梅
と
の
内
的
概
念
的
闘
係
と

い
う
親
念
が
、
そ
れ
ら
の
縄
樺
に
外
的
な
機
能
的
闘
蓮
の
理
論
に
解
潰
さ
れ
て

し
ま
い
、
完
全
な
或
は
輩
に
制
限
的
で
あ
れ
債
椴
の
眞
の
物
櫨
化
は
排
除
さ
れ

て
し
ま
つ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
5
し
て
、
實
際
の
必
要
か
ら
債
権
に
物

椛
的
効
力
が
興
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
時
に
、
縫
務
法
的
な
補
助
構
成
を
と
る

こ
と
に
な
る
。
民
法
典
自
身
の
中
に
あ
る
規
制
の
蕪
礎
た
る
法
思
想
と
そ
の
溝

威
と
の
矛
盾
は
、
ロ
ー
ア
普
通
法
の
形
式
襯
念
と
ゲ
ル
マ
ソ
法
恩
想
と
の
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち

機
化
さ
れ
な
い
混
溝
に
薬
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
内
的
理
論
的
な
そ
ご
に
導

く
（
第
三
章
　
現
行
規
制
の
歴
史
的
基
礎
及
ぴ
理
諭
的
基
礎
器
壷
甲
9
）
。
馨

警
第
一
節
　
現
行
法
に
お
け
る
債
務
法
的
構
成
と
眞
の
．
物
権
化
ー
占
有
の
公
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
り

の
機
能
及
び
物
橿
化
の
機
能
ー
民
法
典
に
お
け
る
理
論
的
そ
ご

　
a
　
薯
者
は
、
罠
法
典
の
歓
階
の
一
つ
を
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
債
権
と
物

権
の
分
離
に
輩
に
外
見
上
封
感
す
る
、
普
通
法
以
來
と
ら
れ
て
い
る
債
槽
契
約

と
物
権
契
約
の
匿
別
に
み
る
。
ロ
｛
マ
法
は
物
梅
契
約
を
知
ら
な
か
つ
た
が
、

後
に
引
渡
の
畠
仁
器
が
債
槽
契
約
か
ら
引
離
さ
れ
、
抽
象
的
効
力
を
も
つ
物

六
七

（
九
九
九
）



紹
　
介
　
と
　
批
　
詐

権
契
約
の
概
念
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
し
か
し
、
著
者
に
よ
れ
ば
、

物
櫨
契
約
の
描
象
性
は
債
槽
と
物
稽
の
機
能
的
協
働
さ
え
も
覆
い
隠
し
、
そ
れ

を
不
嘗
利
得
の
領
械
に
押
し
や
る
が
、
そ
の
時
に
は
拍
象
的
効
力
を
も
つ
物
権

的
合
意
と
い
う
こ
と
は
無
意
味
と
な
り
、
叉
有
因
的
物
権
契
約
を
考
え
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
籐
計
な
重
複
で
あ
る
。
こ
う
し
て
物
権
契
約
が
否
定
さ
れ
た
後
、

著
者
は
、
法
律
行
爲
に
よ
る
物
樺
取
得
に
つ
い
て
、
二
つ
の
可
能
性
が
残
る
、

と
す
る
・
そ
れ
は
、
物
権
の
取
得
を
箪
純
な
引
渡
及
び
債
権
契
約
に
お
け
る
引

渡
の
o
讐
器
に
依
擦
せ
し
め
る
、
ロ
ー
マ
法
的
な
引
渡
主
義
か
、
物
椛
取
得

を
債
権
契
約
自
身
に
お
い
て
完
成
せ
し
め
る
、
ド
イ
ッ
固
有
法
の
契
約
主
義
か

で
あ
る
（
O陰
Oo
・
曽
ー
器
）
。
　
こ
の
融
に
關
し
て
の
著
者
自
身
の
解
決
に
よ
れ
ば
、

「
契
約
に
お
い
て
約
束
さ
れ
た
（
《
窪
署
3
魯
魯
窪
）
夏
噛
昼
は
、
當
事
者
間

に
お
い
て
且
つ
観
念
的
に
は
取
得
者
に
欝
周
す
る
」
。
こ
の
相
封
的
畏
鯨
窪
か

ら
、
占
有
移
韓
或
は
不
動
産
登
記
簿
記
載
に
よ
つ
て
、
絶
封
的
国
灯
露
が
生

じ
る
。
譲
渡
人
の
給
付
義
務
或
は
取
得
者
の
請
求
権
は
、
債
権
契
約
に
よ
つ
て

移
輯
し
て
い
る
相
封
的
観
鴨
■
に
よ
つ
て
の
み
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
か
か
る

義
務
或
は
か
か
る
権
利
の
「
内
的
概
念
的
必
然
性
」
は
他
の
方
法
で
は
示
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
り
　
　
ち
　
　
る

な
い
。
そ
の
理
由
は
、
「
他
の
方
法
で
は
、
給
付
義
務
を
主
観
ー
道
徳
的
な
（
註

－
原
丈
イ
タ
リ
ッ
ク
の
部
分
、
以
下
同
じ
）
自
己
義
務
負
握
－
こ
れ
は
確
か

に
契
約
に
お
い
て
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
一
方
的
且
つ
恣
意
的

に
攣
更
さ
れ
う
る
ー
の
確
か
な
ら
ぬ
基
礎
の
上
に
お
く
か
、
或
は
個
々
の
法

　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
ち
　
　
り
　
　
ち

入
格
者
に
と
つ
て
他
律
的
な
法
秩
序
の
外
的
強
制
の
上
に
お
く
か
が
で
き
る
だ

け
で
あ
つ
て
、
決
し
て
契
約
そ
の
も
の
に
よ
つ
て
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
か
ら
」
　
（
ω
¢
器
ー
鐸
）
。
－
ー
1
第
二
節
　
債
穫
契
約
と
物
権
契
約

－
附
加
的
な
物
椹
契
約
の
無
意
義
な
こ
と
ー
契
約
主
義
と
引
渡
主
義
－
契
約
義

六
八
　
　
（
一
〇
〇
〇
）

務
の
概
念
的
墓
礎
づ
け

　
畿
　
著
者
は
前
出
の
と
こ
ろ
で
契
約
概
念
に
つ
い
て
の
民
法
典
の
鋏
階
を
み

た
が
、
今
権
利
の
封
象
と
し
て
の
物
の
概
念
と
い
う
別
の
側
面
か
ら
樵
討
を
加

え
、
僚
擢
の
物
梅
化
に
つ
い
て
の
自
己
の
考
え
方
が
ど
の
範
團
で
認
め
ら
れ
る

か
を
見
究
め
よ
う
と
す
る
。
普
通
法
ー
民
法
典
は
法
的
な
物
の
概
念
を
「
有
騰

物
」
に
限
つ
て
い
る
（
九
〇
條
）
。
法
的
意
味
に
お
け
る
物
と
所
有
権
は
相
開

概
念
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
物
の
概
念
の
限
定
に
よ
つ
て
所
有
権
の
封
象
領
域

が
確
定
さ
れ
、
無
膣
の
財
壼
客
堕
、
就
申
債
権
の
如
き
は
所
有
権
の
封
象
か

ら
は
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
封
し
薯
者
は
、
こ
れ
ら
も
「
所
有

（
慧
9
鴫
o
旨
匿
げ
㊦
旨
）
」
の
封
象
と
し
て
、
権
利
の
澹
い
手
に
「
欝
島
す
る
（
9
6

の⑦5

も
島
8
ぎ
旨
．
♪
鼠
R
＝
鐙
①
ま
3
謬
5
」
の
で
あ
る
が
、
と
異
議
を
述

べ
」
所
有
権
乏
は
認
め
ら
れ
な
い
無
名
に
止
ま
る
「
無
騰
物
に
つ
い
て
の
完
全

権
（
く
o
浮
8
詳
と
の
移
轄
、
就
中
債
権
譲
渡
と
、
債
権
及
び
そ
の
他
の
無
憧

物
上
の
用
釜
権
、
質
権
の
如
き
割
限
物
櫨
の
設
定
と
を
比
較
し
、
給
付
請
求
権

の
「
蹄
罵
（
0
9
警
豊
と
若
く
は
「
所
有
（
国
臣
ぼ
匁
害
ぎ
富
譲
と
を
少
く

と
も
固
有
の
物
搬
的
完
全
権
と
し
て
1
民
法
典
上
も
認
め
ら
れ
て
い
る
債
権

上
の
制
限
物
権
と
並
ん
で
ー
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
（
器
・
謹
ー
霧
）
。

1
第
三
節
　
法
的
意
味
に
お
け
る
物

　
生
　
著
者
は
、
猫
自
の
物
権
契
約
の
観
念
の
否
定
か
ら
、
進
ん
で
、
外
見
上

債
権
契
約
と
物
堰
契
約
の
匠
別
に
封
感
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
債
権
と
物
権
の

匠
別
は
放
棄
さ
れ
る
べ
き
か
、
是
認
さ
れ
る
べ
き
か
、
叉
い
か
な
る
限
度
で

か
、
と
い
う
問
題
に
入
つ
て
い
る
。
著
者
は
、
債
搬
と
物
権
の
法
的
現
賓
に
お

け
る
機
能
的
關
蓮
、
爾
者
の
共
通
性
を
認
め
た
上
で
、
債
権
と
物
権
の
差
異
i

l
一
つ
は
相
封
的
観
念
的
な
、
從
つ
て
箕
現
へ
の
講
求
灌
に
よ
つ
て
補
充
さ
れ



た
、
他
は
絶
欝
的
現
實
的
な
所
有
の
形
式
…
の
承
認
を
正
し
い
と
す
る
。
又

債
権
契
約
に
よ
つ
て
物
槽
の
内
容
が
直
接
定
ま
る
こ
と
は
債
権
と
物
権
こ
の
差

異
が
維
持
さ
れ
な
い
の
を
示
し
て
い
る
、
と
い
う
批
剣
に
封
し
て
も
、
債
権
の

藷
窪
す
鋸
蟹
餐
が
嚢
上
の
馨
に
よ
2
庭
叢
す
る

物穫に

墜
化
す
る
と
“
う
見
解
に
と
つ
て
は
、
物
権
の
内
容
が
債
梅
契
約
に
よ

り
譲
渡
さ
れ
或
は
設
定
さ
れ
た
相
封
的
国
㎡
①
冒
若
く
は
債
権
に
依
存
す
る
の

は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
、
と
す
る
（
昭
．
霧
ー
お
）
。
し
か
し
、
．
民
法
典
が
、
債

権
と
物
権
と
の
正
し
い
厘
別
か
ら
、
完
全
な
概
念
的
分
離
に
ま
で
導
き
、
そ
の

結
果
雨
者
の
内
容
的
共
通
性
を
殆
ん
ど
見
落
し
て
し
ま
つ
た
こ
と
を
不
當
と
し

て
い
る
（
Oo
。
偉
）
。
ー
第
四
節
　
債
穫
と
物
纏
の
麗
別
の
是
認
ー
民
法
典
に

お
け
る
そ
の
誤
つ
た
分
離

囚

　
現
行
法
の
批
到
、
そ
の
歴
史
的
、
理
論
的
基
礎
を
探
ね
た
籔
、
著
者
は
、
こ

う
し
て
得
ら
れ
た
結
果
を
、
財
壷
権
の
盟
系
ー
概
念
的
展
開
と
し
て
跡
づ
け
て

い
る
。
以
下
、
原
書
の
目
次
を
中
心
と
し
て
二
・
三
の
融
に
つ
き
紹
介
す
る
。

　
工
　
履
行
に
よ
る
講
求
権
の
絶
封
権
へ
の
饗
化

　
2
　
有
騰
物
の
譲
渡
－
相
封
的
田
筑
普
と
請
求
権
f
有
騰
物
に
つ
い

て
の
制
限
物
権
の
設
定
　
　
相
封
的
国
㎡
害
と
請
求
権
の
性
質
に
？
い
て
の

著
者
の
補
説
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
．
相
封
的
国
貫
豊
と
請
求
権
は

決
し
て
一
致
し
な
い
。
相
封
的
国
償
窪
の
封
象
は
物
自
薩
で
あ
り
、
請
求
権

の
内
容
は
給
付
、
郎
ち
債
務
者
の
一
定
の
容
態
で
あ
る
（
第
四
軍
　
財
産
椹
の

燈
系
－
概
念
的
展
開
幹
駐
）
。

　
翫
　
無
騰
物
の
解
、
渡
…
…
㈲
　
外
主
騰
的
存
在

　
　
　
　
紹
　
介
　
と
　
批
　
詳

㈲
相
野
的
疑
範
窪
の
誕
渡
及
び
負
搬
ー
絶
封
擢
の
本
質
と
封
世
的
効
力

f
物
の
占
有
と
告
示
の
機
能
ー
相
封
的
固
茜
O
膨
と
債
権
の
闘
係
｛
物
橡
的

請
求
橡
　
　
著
者
は
、
絡
封
槽
の
本
質
、
封
世
的
効
力
、
物
の
占
有
及
び
そ
の

告
示
性
と
い
う
一
蓮
の
聞
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
即
ち
、

廣
く
把
握
さ
れ
た
物
及
び
所
有
椛
の
概
念
か
ら
引
閏
さ
れ
る
絶
封
的
若
く
は
物

梅
的
櫨
利
の
本
質
は
、
普
遽
的
効
力
の
中
に
求
め
ら
れ
ず
、
そ
の
繕
封
性
、
あ

ら
ゆ
る
人
的
開
係
か
ら
の
分
離
、
即
ち
物
に
つ
い
て
の
直
接
の
支
配
に
求
め
ら

れ
る
。
こ
れ
に
封
し
普
逓
的
効
力
は
、
権
利
が
告
示
可
能
な
外
的
な
占
有
の
事

賓
に
化
瞳
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
の
み
興
え
ら
れ
る
。
有
瞳
物
に
つ
い
て
の
駈

有
擢
は
常
に
普
蓬
的
効
力
を
も
つ
が
、
債
権
に
つ
い
て
の
相
封
的
図
誓
”
は

告
示
性
の
な
い
権
利
と
し
て
闘
係
相
手
方
に
封
し
て
の
み
働
ら
く
。
從
つ
て
、

占
有
の
告
示
性
が
物
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
構
利
に
物
橡
的
性
質
を
輿
え
る
の

で
は
な
く
、
齪
に
物
の
占
有
自
韓
が
こ
れ
を
與
え
る
。
占
有
の
告
示
性
に
は
別

の
機
能
、
例
え
ば
一
般
的
侵
害
可
能
性
、
封
世
的
効
力
、
占
有
者
の
爲
の
権
利

推
定
、
無
橡
利
の
占
有
者
か
ら
の
善
意
取
得
等
が
嘗
て
ら
れ
る
（
器
軽
㌣
8
）
。

　
⑥
　
搬
利
上
の
物
権
の
設
定
ー
国
o
魯
岱
審
げ
㊦
と
し
て
の
国
墓
買
－
物

機
及
び
相
凱
搬
に
よ
る
負
捲
　
　
著
者
は
、
い
か
な
る
範
園
で
権
利
上
の
物
権

と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
か
、
梅
利
自
身
が
他
の
権
利
の
客
豊
で
あ
り
う
る
の

か
、
或
は
橡
利
の
封
象
の
み
が
他
の
檬
利
の
客
豊
で
あ
り
う
る
の
か
、
を
問
題

と
す
る
。
著
者
は
、
先
ず
櫻
利
と
物
の
關
係
に
つ
い
て
、
権
利
と
物
と
は
切
離

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
物
の
主
瞳
へ
の
鷺
思
的
国
甦
8
含
G
5
碗
と
し
て

　
　
　
　
　
　
も

の
権
利
と
欝
馬
さ
れ
た
（
聾
豊
9
含
㊦
ε
膨
）
物
そ
の
も
の
と
は
匿
別
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
し
、
権
利
は
、
悔
⑦
魯
誌
あ
9
ぎ
若
く
は
疑
撃
づ
と
い
う
そ

れ
自
身
統
一
的
な
概
念
の
主
観
的
な
側
面
で
あ
り
、
物
は
、
そ
の
客
観
的
な
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
ム
兀
　
　
　
（
一
〇
八
》
一
）



紹
　
介
　
と
　
挽
詐

面
で
あ
る
と
す
る
。
撃
、
し
て
、
権
利
上
の
穫
利
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

　
セ
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
ヨ
　
　
リ
　
　
ヨ
　
　
リ
　
　
ち

「
物
的
に
制
限
さ
れ
た
、
若
く
は
他
の
完
全
権
に
負
捲
を
負
わ
す
槽
利
」
の
み

で
あ
る
、
と
す
る
。
茅
、
の
理
由
は
、
或
る
者
が
他
の
権
利
に
つ
い
て
完
全
槽
を

も
つ
な
ら
ぱ
、
他
の
者
は
権
利
者
で
あ
る
こ
と
を
止
め
、
そ
う
な
れ
ば
全
槽
利

が
新
し
い
一
人
の
権
利
者
に
移
韓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
こ
う
し
て
、

制
限
物
灌
に
よ
つ
て
負
捲
を
負
つ
た
権
利
自
身
が
絶
封
権
で
あ
れ
ば
、
負
捲
を

負
わ
す
権
利
は
、
そ
の
封
象
に
つ
い
て
物
に
も
叉
権
利
自
身
に
も
存
立
し
、
こ

の
権
利
上
の
構
利
は
負
、
捲
を
負
つ
た
権
利
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
封
し
負
捲
を
負
つ
た
権
利
が
相
封
権
で
あ
る
場
合
に
は
、
負
捲
を
負
つ
た
権

利
と
負
捲
を
負
わ
す
権
利
と
は
同
じ
性
質
で
あ
ろ
う
か
（
例
え
ば
、
債
椹
に
っ

い
て
の
用
釜
権
は
そ
れ
自
身
債
権
で
あ
る
か
！
）
。
債
権
上
の
制
限
物
権
は
負

濃
を
負
つ
た
完
全
な
債
権
か
ら
の
切
片
と
し
て
そ
れ
自
身
再
び
債
権
と
な
る
。

し
か
し
、
債
権
の
基
礎
に
は
常
に
相
封
的
国
母
窪
が
あ
り
、
債
権
上
の
制
限

物権も

債
権
に
つ
き
存
す
る
の
で
は
な
く
、
債
権
の
甚
礎
に
あ
る
債
権
者
の
相

封
的
田
鴨
葭
8
詳
に
存
す
る
。
こ
の
制
限
物
権
の
物
構
性
に
も
拘
ら
ず
、

劾
力
に
お
い
て
相
封
的
で
あ
る
の
は
、
負
擢
を
負
つ
た
他
の
完
全
灌
の
相
封
的

性
質
に
よ
る
ス
器
●
輿
㌣
ま
）
。

　
㈹
　
人
的
給
付
に
つ
い
て
の
講
求
灌
ー
債
権
の
本
質
↓
實
際
的
効
果
　
　
著

者
は
、
こ
れ
ま
で
、
有
騰
物
、
無
騰
物
に
つ
い
て
の
権
利
の
譲
渡
及
び
設
定

を
、
外
的
財
淺
客
騰
或
は
権
利
が
關
係
し
て
い
る
限
り
で
み
て
き
た
が
、
こ
こ

に
、
人
的
給
付
に
つ
い
て
の
相
封
権
に
つ
き
考
察
す
る
。
著
者
は
、
人
的
給
付

も
財
産
客
畦
と
し
て
「
無
騰
の
封
象
」
と
な
る
が
、
特
殊
性
は
、
こ
の
給
付
が

濁
立
し
て
既
に
存
在
し
て
い
る
財
産
客
謹
に
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
給
付

に
よ
つ
て
始
め
て
實
現
さ
れ
る
も
の
、
極
端
な
場
合
に
は
給
付
、
即
ち
義
務
者

七
〇
　
　
（
一
〇
〇
二
）

の
一
定
の
行
爲
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
存
す
る
、
と
み
る
。
そ
し
て
、
こ
こ

で
は
給
付
と
給
付
の
封
象
、
債
権
の
内
容
と
相
甥
的
国
蔭
o
冒
と
は
1
概

念
的
に
は
匿
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
ー
・
、
事
實
上
一
致
す
る
。
相
封
的

国
貫
窪
は
給
付
そ
の
も
の
に
存
立
す
る
か
ら
、
給
付
自
身
物
権
化
さ
れ
、
若
く

は
「
物
」
に
な
る
、
と
す
る
（
器
●
9
旦
呂
）
。

五

　
著
者
は
、
再
び
、
占
有
移
輔
、
不
動
灌
登
記
簿
記
載
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
相
封

的
臣
磐
昌
若
く
は
債
権
の
物
権
化
と
い
う
ゲ
ル
マ
ソ
法
の
根
底
に
あ
る
考
え

方
は
、
完
全
に
概
念
の
内
的
論
理
に
照
感
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
法

政
策
的
考
慮
か
ら
、
動
壼
、
不
動
産
ー
不
動
窪
権
に
つ
い
て
は
、
從
來
の
類

型
が
保
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
ー
に
つ
い
て
の
債
権
の
物
権
化
を
組
織
立

て
、
使
用
賃
貸
借
及
び
用
釜
賃
貸
借
に
お
い
て
は
、
不
動
産
登
記
簿
記
載
に
よ

つ
て
も
（
任
意
規
定
的
）
占
有
に
よ
つ
て
も
物
檬
化
す
る
、
と
述
べ
て
い
る

（
第
五
章
　
法
政
策
的
結
語
の
ψ
密
占
O
）
。

山♂P、

　
以
上
に
紹
介
し
た
U
巨
o
ざ
鵠
の
論
説
に
つ
き
、
問
題
馳
を
大
別
す
れ
ぱ
、

ω占

有
の
観
念
、
似
有
鶴
物
と
無
騰
物
、
権
利
上
の
権
利
、
⑧
債
権
と
物
権
の

三
つ
に
な
る
と
考
え
る
。

　
工
　
著
者
は
占
有
保
護
の
眞
の
封
象
を
占
有
を
爲
す
槽
利
で
あ
る
と
み
る
働

こ
の
黙
の
當
否
は
別
と
し
て
、
た
だ
著
者
が
現
行
民
法
典
に
お
け
る
債
槽
の
眞

の
物
権
化
の
意
義
を
付
與
し
て
い
る
一
〇
〇
七
條
の
場
合
、
占
有
の
基
礎
に
債

構
の
あ
る
こ
と
が
問
題
な
の
湛
、
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
一
〇
〇
七
條
は
、



關
係
者
の
何
れ
も
が
占
有
を
爲
す
槽
利
を
立
謹
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な

場
合
に
關
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
。

　
2
、
有
燈
物
と
無
農
物
の
穫
利
の
客
睦
と
し
て
の
等
置
、
そ
れ
に
基
く
檀
利

上
の
（
制
限
）
物
権
の
基
礎
づ
け
は
有
釜
な
も
の
と
考
え
る
。
著
者
が
、
債
権

に
っ
い
て
の
「
所
有
灌
」
も
叉
債
権
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
権
利
上
の
所
有

権
の
観
念
は
「
塞
の
重
複
」
で
あ
る
。
所
有
権
は
決
し
て
権
利
自
身
に
は
成
立

せ
ず
、
そ
の
権
利
の
封
象
に
つ
い
て
の
み
成
立
す
る
（
oロ
・
蜜
）
と
し
、
他
の
箇

所
で
自
己
の
も
つ
債
権
に
つ
い
て
の
所
有
権
を
認
め
よ
う
と
す
る
（
の
霧
）
の

は
、
著
者
の
根
本
的
な
立
場
か
ら
い
つ
て
正
し
い
。
し
か
し
後
者
を
認
め
る
根

擦
は
な
お
明
か
で
な
い
。

　
a
　
本
書
の
直
接
の
課
題
で
あ
る
債
権
と
物
権
の
關
係
が
問
題
鮎
の
中
榎
で

あ
る
。
著
者
の
理
論
的
根
本
原
理
も
こ
こ
に
あ
る
。
著
者
は
、
債
権
契
約
と
固

時
に
取
得
者
は
相
封
的
田
瞬
害
を
取
得
し
、
こ
れ
が
占
有
或
は
不
動
議
登
記

簿
記
載
に
よ
つ
て
絶
封
権
と
な
る
、
と
説
く
。
薯
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
「
内

的
な
概
念
的
必
然
性
」
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
一
つ
の
法
騰
系
は
こ
の
よ

う
な
内
的
概
念
的
必
然
性
に
よ
つ
て
規
制
さ
れ
る
の
か
、
或
は
何
が
現
賞
を
よ

く
規
制
す
る
か
と
い
う
見
地
か
ら
、
法
概
念
に
逡
捧
可
能
な
地
位
、
機
能
が
付

與
さ
れ
る
の
か
は
、
一
つ
の
問
題
た
り
え
よ
う
◎
著
者
は
、
債
権
だ
け
で
は
給

付義務は

契
約
上
導
き
出
さ
れ
え
ず
、
債
権
の
基
礎
と
な
る
相
封
的
臣
α
壁
窪

か
ら
始
め
て
可
能
で
あ
る
と
み
る
が
、
法
律
の
カ
で
、
當
事
者
間
の
契
約
に
お

け
る
當
事
者
の
意
欲
が
當
爲
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
給
付
義
務
が
生
じ
る
、
と
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
著
者
は
、
一
般
に
廣
く
債
権
關
係
か
ら
生
じ
る
と

考
え
ら
れ
る
諸
々
の
義
務
を
相
封
的
国
蒔
o
冒
に
基
い
て
い
か
に
説
明
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
叉
、
債
権
の
目
的
物
が
特
定
し
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
相

紹
　
介
　
と
　
批
　
詳

封
的
に
せ
よ
頃
砦
昌
は
成
立
す
る
鯨
地
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
瓶
　
本
書
の
表
題
で
あ
る
債
搬
の
物
欄
化
自
磯
に
つ
い
て
。
薯
者
の
よ
う
に

債
権
と
物
櫨
と
の
闘
蓮
を
概
念
的
内
的
必
然
性
と
み
る
見
方
に
封
し
て
（
こ
れ

は
、
債
檬
の
物
権
化
を
全
財
産
法
領
域
に
認
め
る
）
、
債
権
と
物
橡
と
は
財
産

法
の
分
野
に
お
い
て
機
能
的
蓮
關
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
固
有
に
債
椴
の

物
槽
化
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も
、
本
來
債
櫨
で
あ
る
も
の
に
物
権
的
効
力
が

與
え
ら
れ
て
い
る
と
み
る
從
來
の
考
え
方
も
、
ま
だ
完
全
に
は
克
服
さ
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
。
更
に
實
際
生
活
に
著
者
の
理
論
を
當
て
は
め
て
み
る
時
、
相

封
的
田
讐
目
の
数
が
多
く
な
り
、
法
的
外
醗
（
ま
だ
占
育
が
移
さ
れ
て
い
な

い
間
は
譲
渡
人
が
外
に
向
つ
て
は
完
全
な
謹
利
考
で
あ
る
）
と
眞
の
法
欣
態
と

の
分
離
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
法
的
現
貴
に
お
け
る
安
窟
性
が
お
び
や
か
さ

れ
は
し
な
い
か
。

　
以
上
の
よ
5
に
疑
問
の
救
は
決
し
て
少
く
な
い
。
し
か
し
、
僅
か
八
O
頁
足

ら
ず
の
本
書
の
中
に
、
財
産
法
の
根
本
的
な
概
念
が
次
々
と
褻
わ
れ
、
お
互
に

繰
密
な
關
蓮
を
も
つ
て
！
特
に
、
法
解
縄
學
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
的
擦
究
、

哲
學
的
洞
察
の
下
に
ー
ー
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
多
年
の
経
験
と
優
れ
た

思
索
の
表
現
と
し
て
始
め
て
可
能
で
あ
ろ
う
。
殊
に
、
本
書
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
個
々
の
制
度
は
我
が
國
の
そ
れ
と
異
つ
て
い
る
と
は
い
え
、
根
本
的
な
立
場

に
お
い
て
、
我
々
に
も
、
多
く
の
刺
戟
が
奥
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た

い
。
我
が
國
に
お
い
て
、
占
有
槽
の
本
質
、
権
利
上
の
櫨
利
、
所
有
権
の
意
義

な
ど
と
い
う
問
題
は
、
既
に
一
時
代
前
に
解
決
濟
と
な
つ
て
し
ま
つ
て
い
る
惑

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
更
に
、
現
在
の
闘
心
事
た
る
賃
借
権
物
梅

化
な
ど
の
法
現
象
と
と
も
に
、
も
う
一
度
根
本
的
に
ー
吐
會
事
實
と
の
闘
遽

で
法
就
會
學
的
に
、
と
同
時
に
、
歴
史
的
に
も
、
穫
系
的
、
概
念
的
に
も
ー
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紹
介
　
と
　
批
詐

考
え
審
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

附
記
　
こ
の
紹
介
は
、
本
書
に
封
す
る
属
暫
昌
矯
≦
霊
8
目
糞
曽
”
謬
の
書
評

　
　
（
＞
器
冨
く
h
伊
H
負
o
o
甘
昌
甘
岱
ロ
o
ザ
o
弓
u
佃
図
冨
り
一
紹
。
閃
欝
画
｝
一
●

　
　
餌
O
塩
“
お
踏
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
ぎ
い
。

　
　
　
著
者
ぱ
既
に
一
九
五
四
年
一
月
一
六
日
他
界
さ
れ
た
o
著
者
を
追
憶

　
　
す
る
零
O
罵
内
嘗
騎
凶
昌
鼻
O
ポ
蟄
艶
■
願
器
9
噂
凶
督
辞
国
偶
昌
O
雫

　
　
警
①
高
ψ
の
講
演
＝
O
O
噌
謬
”
H
“
U
巨
O
労
0
誉
go
冨
男
①
O
げ
θ
ロ
ぎ
謎
8
昌
評
O
き

　
　
国
O
O
げ
班
螂
窪
ざ
孤
O
リ
ゲ
鐸
昌
“
弱
O
O
ザ
審
畠
O
磯
舅
”
証
ド
O
目
、
隔
が
登
刊
さ
れ
て

　
　
い
る
（
一
譲
伊
＜
O
目
α
論
O
冒
菖
ざ
ザ
鍔
冒
瞬
O
巨
鳥
①
胃
りo
O
げ
一
〇
ロ
三
騎
－
属
O
学

　
　
凹
φ
豊
5
富
6
げ
①
拶
q
β
一
く
①
肖
訟
φ
魑
酔
ロ
瞬
O
御
①
目
凹
O
げ
9
囲
3
宕
鮮
一
一
）
。
著
者
の

　
　
思
考
の
績
き
は
最
早
聞
か
れ
な
い
。
哀
悼
の
意
を
表
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
脇
ト
シ
子
〉
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